
 

堺市立図書館 
平成 20(2008)年 8 月 6 日 「家紋」について調べたい  

  
普段は気にとめず生活しているのに、冠婚葬祭の時など、急にクローズアップされるもの

の一つに「家紋」があります。「我が家の家紋ってどんなのだったかな？」「この家紋には、どう

いういわれがあるの？」「そもそも家紋っていったい何？」など、家紋についてお調べの時に

参考になる本をご紹介します。    （事典・辞典類で貸出できない本もあります。ご了承ください。） 
 

  図書館の本は「日本十進分類法（NDC）」により分類され、基本的に分類番号の順に並ん

でいます。本の背表紙には、分類番号が書かれたラベルが貼ってあります。「家紋」に関する

本の分類番号は「２８８．６」。この番号の本が並んでいるところに行けば、「家紋」の本をご覧

になれるというわけです。 
 
 図書館のＨＰにある蔵書検索画面や、図書館にある OPAC を使って検索する時は、書名に

「家紋」と入れる、件名に「紋章」と入れる、分類に「２８８．６」と入れる等々で、探してみてくだ

さい。また、ここでご紹介する下記の本の著者の名前から探すという方法もお試しください。 

我が家の家紋をさがす 
 
 以下の資料では、たくさんの家紋が分類され紹介されています。ただ、時代の流れの中で

多様に変化している家紋もありますので、お探しの家紋とまったく同じものをみつけるのが難

しい場合があるかもしれません。 
 

『日本家紋総鑑』 千鹿野 茂／著 角川書店 1993 
    家紋掲載数が約２万種類で、これは日本の家紋事典では最大。 

『都道府県別 姓氏家紋大事典』 東日本編・西日本編 千鹿野 茂／著 柏書房 2004 
都道府県別に分類されているのが特徴。                    

『家紋の事典』 高澤 等／著 東京堂出版 2008 
    2008 年５月に出版された、家紋事典の新刊書。 

『日本家紋大鑑』 能坂 利雄／編 新人物往来社 1979 
    紋章の紹介・解説の他に様々な観点から、家紋の考察が行われている。 

『新集 家紋大全』 本田 總一郎／監修 梧桐書院 1986   
    家紋のイラスト中心。 

同出版社の『日本の家紋大全』は、これに追加、再構成、改題したもの。 
『家紋大図鑑』 丹羽 基二／著 秋田書店 1971 

    その他の紋章として、社章、学章も一部記載あり。 
『平安紋鑑』 京都紋章工芸協同組合 1936 

    着物に紋を描き入れる仕事を「紋章上絵師」という。この本は、京都の上絵業者 
の多数の協力を得て編纂したもの。 

 
家紋を美とデザインの観点から見る 
  

たくさんの家紋をみていると、そのデザインの美しさ、多様さに驚かされます。 
 

『紋章のデザイン』 大森 忠行／解題 岩崎美術社 1969 
    家紋を、図形・造形的な観点から分類、紹介している。 

『日本の紋章』 濱田 信義／企画・編集 ピエ・ブックス 2005 
    四季折々の行事、日常の生活、建築の中などで使われている紋の写真が美しい本。 

『家紋の話―上絵師が語る紋章の美―』 泡坂 妻夫／著 新潮社 1997  
    紋章上絵師三代目でもある推理小説家の泡坂氏が、家紋の美と魅力を語る。 

『自由に使える家紋大図鑑』 アークシステム株式会社／編 グラフィック社 1996 
    白黒を反転させたものを見開きページの左右に配置。 
   デザインのための資料としてまとめられている。        （裏もご覧ください） 

 

図 書 館 で 解 決！？ 第 14 号
図書館で調べ物をしてみませんか？ 
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家紋についてのあれこれ話  
 
 家紋の説明・由来・エピソードなどを知りたい時には、こちらの本をご覧ください。 
 

『女紋』 森本 景一／著 染色補正森本 2006 
    西日本で多くみられる習慣、女性だけが使う「女紋」について書かれた冊子。 

『菊と桐―高貴なる紋章の世界―』 額田 巖／著 東京美術 1996  
    皇室の紋章として、長い歴史がある「菊紋」と「桐紋」について詳しくまとめら

れている。 
『家紋の知識１００』 能坂 利雄／著 新人物往来社 1977 
『家紋の文化史』 大枝 史郎／著 講談社 1999 
『家紋百話』上・下 丹羽 基二／著 河出書房新社 1996 
『日本人の心がみえる家紋』 楠戸 義昭／著 毎日新聞社 2002 

 
家紋ではないけれど・・・ 
  

私たちの身の周りには、家紋以外にたくさんのシンボルマークがあります。よく知っている

企業のロゴマークは、家紋よりもむしろ親しみがあるかもしれませんね。また、ヨーロッパ諸国

には、日本の家紋に相当する紋章があります。家紋からは少し離れますが、いろいろなマー

クをどうぞ。 
 

『紋章の知識１００』 沼田 頼輔／著 新人物往来社 1978  
『日本のしるし』1~4 伝承デザイン資料集成 商家諸職篇    

高橋正人／著 岩崎美術社 1973 

『ヨーロッパの紋章・日本の紋章』 森 譲／著 日本放送出版協会 1982 
 紋章学でいう「紋章」は、ヨーロッパと日本固有のものと言われている。 

『日本のロゴ 企業・美術館・博物館・老舗・・・・・・シンボルマークとしての由来と変遷』  
成美堂出版編集部／編 成美堂出版 2007 

 
 自分自身を表現する、自分だけのロゴマーク「個紋」が今、人気です。Yahoo!JAPAN や

Google などの検索サイトで「個紋」と入力し、検索してみてください。様々なサイトやブログを

見ることができます。名前と生年月日から、瞬時に自分の紋がでるサイトもあります。 
 
もっと詳しく・・・紋の基本文献 
  

より深く詳しく、また原典にあたって家紋のことを調べたいという時は、下記の本をご覧頂く

ことになります。但し、堺市の図書館で所蔵していても、かなり古く、利用に制限のある本もあ

りますので、閲覧をご希望の方はカウンターでご相談ください。 
 

『日本紋章学』 沼田 頼輔／著 人物往来社 1968 （堺市所蔵の本は出版者不明） 
    わが国の紋章を、学問的に体系づけた画期的な研究書。 
 『姓氏家系大辞典』 太田 亮／編 角川書店 1963 
    姓氏・家紋の研究には『日本紋章学』と共にかかせない名著。 
 『群書類従』第二三輯・武家部 塙 保己一／編纂 続群書類従完成会 1930 
    『見聞諸家紋』に、室町時代の大名諸家の家紋紋章２５５個が集録されている。   

『新訂 寛政
かんせい

重修
ちょうしゅう

諸家
し ょ か

譜
ふ

』 続群書類従完成会 1965 
   一万石以上の諸侯（一部除く）旗本の家譜、家紋の名称が載っている。「家紋」

の巻には図柄も掲載されているが、この巻は中央図書館のみ所蔵。        

『古事類苑』（姓名部） 吉川弘文館 1896 
  家紋の項では、名称・起源・制度などの項目ごとに引用資料をあげて解説。 
『大武鑑』 橋本 博／著 名著刊行会 1965 （堺市所蔵の本は出版者不明）  
  「武鑑」とは幕府に仕える武士の総覧。これは、「大名武鑑」や「御役武鑑」な

ど各種の武鑑を集大成したもの。この他に『文化武鑑』『文政武鑑』（柏書房）

も所蔵。 
 

Ｗｅｂサイトで調べる 

◆日本家紋研究会関西支部  http://ww1.tiki.ne.jp/~chigusaya/bframe.htm  

  家紋一覧、家紋検索エンジン等が便利。      

堺市立図書館一覧 

中央図書館 

堺区大仙中町 18-１ 

〒590-0801 TEL244-3811 

堺市駅前分館 

堺区田出井町 1-1-300 

〒590-0014 TEL222-0140 

中図書館 

中区深井清水町 1426 

〒599-8273 TEL270-8140   

東百舌鳥分館 

中区土塔町 2363-23 

〒599-8234 TEL234-9600   

東図書館 

東区北野田 1077 

〒59９-8123 TEL235-1345 

初芝分館 

東区野尻町 221-4 

〒599-8116 TEL286-0071 

西図書館 

西区鳳南町 4 丁 444-1 

〒593-8325 TEL271-2032  

南図書館 

南区茶山台 1 丁 7-1 

〒590-0115 TEL294-0123 

栂分館 

南区桃山台 2 丁 1-2 

〒590-0141 TEL296-0025 

美木多分館 

南区鴨谷台 2 丁 4-1 

〒590-0138 TEL296-2111 

北図書館 

北区新金岡町 5 丁 1-4 

〒591-8021 TEL258-6850 

美原図書館 

美原区黒山 167-14 

〒587-0002 TEL369-1166 

人権ふれあいセンター図書ホール 

堺区協和町 2 丁 61 

〒590-0822 TEL245-2534 

青少年センター図書室 

堺区柳之町西１丁３－１９ 

〒590-0930 TEL228-6331 
編集・発行： 
平成 20 年 8 月 6 日 
堺市立中央図書館 
〒590-0801 
堺市堺区大仙中町 18-1 
Tel：072-244-3811 
Fax：072-244-3321 
（今回掲載しているのは、すべて平成２０年８月６日現在の所蔵状況です。）  
 


